
 

 

 

 

令和７年度 鹿児島市立宇宿小学校 

テーマ研修のまとめ 
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  ẪḎ ӰΉᾙ  

前時の板書を提示し

て、前時の学習を想起さ

せる。 

デジタル教科書や絵、

写真などの資料を提示

し、興味関心を高めさせ

る。 
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のカードに話し合ったこ

とを記入させ、比較。 
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 ICT Љ ‪ LV.  

  ICT Љ ‪ Ӱ˟ קּ  

  ỉ Ѿ  

Google Form  

学習の進度や状

況をリアルタイム

で把握し、個別指

導に活かす。 

Google スプレッドシートを活用すること

で、単元を通して振り返りを蓄積することがで

きる。また、振り返りの記述が書けない子も他

の子の書いたものを見て書くことができる。 



 Ỹ◐Ỏ Ὕ 

１人１実践報告書 

実践者（     遠竹 寿恵       ） 

学 年（ １ ）年 

教 科（学活）単元・題材「２がっきのはんせいをしよう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 iPad （ロイロノート） 

電子黒板 

２ 活用の実際 

１ ２学期頑張ったことをロイロノートのカードに書く。 

２ 提出箱に提出する。 

 

３ 成果 

 楽しく操作に慣れることができた。 

 一覧で教室の電子黒板に写したり，共有したりすることで友達の頑張りに気づくことができた。 

 学級 PTA の際に保護者に紹介することで，タブレット活用や子供の様子を知っていただくことがで

きた。 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（   米重 亮志    ） 

学 年（ 1  ）年 

教科等（  道徳  ）単元・題材「 おふろばそうじ 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

タブレット，ロイロノート 

２ 活用の実際 

1. 本日の感想をノートに書かせ，それを写真に撮りロイロノートの提出箱に送る。 

2. それを見ながら友達がどんなことを思っているのかを共有する。 

３ 成果 

〇友達の考えを見ながら，こういった考えもあるのだと考えを深めることができた。 

〇記録として残るため，評価の際にも活用できる。 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（   園田 雅子    ） 

学 年（ 1  ）年 

教科等（  国語科  ）単元・題材「 しらせたいな、見せたいな 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用ｉＰａｄ，電子黒板，ロイロノート 

２ 活用の実際 

① 自分が知らせたいなと思った対象をロイロノート 

の写真で撮る。 

※ノートにメモする時いくつも書けるように、 

いろいろな角度から２～３枚撮る。 

 

 

② ロイロノートを見ながら、ノートに絵と短い言葉 

で書く。 

③ 友達の記録や写真をロイロノートで見せ合い、い 

いところや真似したいところを知る。 

 

④ 書いた文章をロイロノートに撮り，回答を共有し 

合って、みんなの作品を楽しむ。 

                   

  

⑤ ロイロノートでの「学習の振り返り」をすることによって，自己評価ができた。 

 

３ 成果 

① ロイロノートを活用することで、自分の記録を写真でストックしていくことができた。 

② ロイロノートを活用することで、友達の作品を自分のペースで身近に鑑賞し、楽しむことができた。 

③ ロイロノートで作成した振り返りカードで，子供たちなりに自己評価をすることができた。 
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１人１実践報告書 

実践者（ 赤崎 桂子      ） 

学 年（ １ ）年 

教科等（   国語         ）単元・題材 「 うみの かくれんぼ   」 

１ 活用する機器・アプリなど 

 電子黒板，ロイロノート 

２ 活用の実際 

・授業で使うものをロイロノートのテキストに書き，授業開始までに電子黒板に写しておく。 

 

 

・めあてやまとめは，黒板に板書するだけではなく，ノートをロイロノートで 

写真に撮り，それに実際に書き込んでいく。 

・ワークシート等も PDF にしてロイロにノートに入れておく。授業の活動に合わせて，児童と一緒に線

を引いたり答えを書き込んだりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

 児童が何をどこに書いたらよいかがすぐに分かる。どの児童も見やすいノートを書くことができるよう

になってきた。また，筆順や定規の使い方も確認しやすい。毎時間ノートに書くことを積み重ねた結果，

誤字・脱字もあるが，長い文章を書けるようになってきている。 

ẪḎ  

ẪḎ  

ố  

ố  



１人１実践報告書 

実践者（ 中 間 ） 

学 年（ ２ ）年 

教 科（ 音楽 ）単元・題材「くりかえしを見つけよう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

教科書 2 次元コード   電子黒板  児童用 iPad    ロイロノート 

２ 活用の実際 

くりかえしをつかって 音楽をつくりましょう ～「おまつりの 音楽」 

  

 １ ２拍のリズムカード（６種類）を確かめ，繰り返した例を言葉で表現したり，リズムで打ったりす

る。  

  

２ 自由に組み合わせて，反復を用いた８拍のリズムをつくる。 

（※二次元コードを読み取って作ったリズムコードと空枠の活用） 

   自由に組み合わせて作ったリズムを聴きながら組み替えたり，いくつも作り上げたりする。 

  

３ つくったリズムを聴き合い，自分や友達の作品のよさやおもしろさに気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

二次元コードを読み取って作ったリズムコードと空枠を活用することで，自由に何度も組み合わせて

作ることができると共に，作ったものをすぐに聴くことができ，よいと思うまで試行錯誤しながら楽し

く創作することができた。また，それぞれのリズムの違いや良さを感じながら，つくった作品を聴き合

うことができた。リズムの特徴や反復のよさや面白さに気づくことができた。 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 上村 哲志        ） 

学 年（ ２ ）年 

教 科（算数   ）単元・題材「大きい数のたし算とひき算 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用ｉＰａｄ ロイロノート 電子黒板  

２  活用の実際 

 

・１０５－７８の筆算の仕方を考える。 

・これまでの経験を生かして筆算をしてみる。 

・十の位から繰り下げられないことをに気付き､どうしてよいか 

考える。 

・ヒントカードとして，ブロック操作をしている動画のヒント１， 

百の位を繰り下げるところまで計算しているヒント２～４を，ロイロノート 

で受け取り、考える。 

・ノートに筆算で行い，ロイロノートで提出して発表する。 

・みんなで確かめる。 

み 

３ 成果 

・タブレットを活用することで解決への意欲が高まった。 

・課題としては，タブレットを使用する時間が長く，筆算がムーズにできるようになるまでには，至らな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（  吉田 慶  ） 

学 年（ ２ ）年 

教 科（  道徳  ）単元・題材「 ぐみの木と小鳥  」 

１ 活用する機器・アプリなど 

 児童用 iPad 、電子黒板、ロイロノート 

２ 活用の実際 

①嵐の中、小鳥がぐみの実をりすに届けるのか、届けないか迷う場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②小鳥がぐみの実をりすに届けた時の、小鳥・りす・ぐみの木のそれぞれの気持ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

 フローチャートを活用することで、主人公が葛藤する場面が視覚的に分かりやすかった。 

ロイロで画面配信をすることで、一人ひとりの意見を全体で共有したり、比較したりすることが  

できた。 



１人１実践報告書 

実践者（  安原 和恵   ） 

学 年（ ３ ）年 

教科等（ 国語  ）単元・題材「おすすめの一さつを決めよう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

電子黒板（デジタル教科書） 

児童用 iPad （ロイロノート） 

２ 活用の実際 

・４～５人のグループでの１年生にお勧めする本を決める話し合い活動。電子黒板のデジタル教科書の

話し合いの様子を見て、話し合いの仕方・順序などを学んだ。 

・デジタル教科書の話し合いのモデルを見た後は、実際に話し合いを行い、「記録」係の子のタブレッ

トで動画をとってもらった。係分担がされていることや、話をまとめる司会者の進め方などが分かりやす

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

・デジタル教科書を使うことで、教科書のモデルがよい参考となり、稚拙な部分はありつつも、子ども

たち自身が満足する話し合いができていた。 

・動画にとられていることで、真面目に話し合う姿がどの子にも見られた。また、ロイロノートを使い、

共有することで各グループの話し合い活動を見ることもでき、よい刺激となっていた。 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（     濵田 郁代     ） 

学 年（ ３ ）年 

教科等（  国語  ）単元・題材「 秋のくらし 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童：児童用 iPad ，共有ノート，シンキングツール（クラゲチャート） 

教師：教師用 iPad ，共有ノート，シンキングツール（クラゲチャート），電子黒板，デジタル教科書 

２ 活用の実際 

「秋のくらし」について短文を書く単元では，まず個人の活動として，児童ごとの共有ノートにクラゲ

チャートを用いて材料集めを行った。次に，班ごとの共有ノートで短文作りに取り組み，児童間で感想を

送り合うことで，学びの共有を図った。最後にアンケート機能を使って振り返りを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

・教師が例を提示することで，児童は活動のイメージを掴みやすくなった。 

・２つの共有ノートを活用することで，画面の混雑を避け、スムーズな学習環境を整えることができた。 

・ほとんどの児童が，クラゲチャートを用いて書きたい文章の材料を効果的に集めることができていた。 

・材料を集めたことで、文章の構成が容易になり、児童一人ひとりの活動が充実したものとなった。 

・共有ノートを使うことで，教師側は各班の作業状況をタブレット上で把握できるため，早い段階で個別

の指導，支援を行うことができた。 

・共有ノートを通じて学習を進めることで，友達の作品に対して意見や感想を送り合い，児童間で学びを

共有する姿が見られた。 

・アンケート機能を活用して学習の振り返りを行い，次の活動への意欲や改善点につなげた。 

Ɍố ģķĽӡ Ɛ:

ƊĽЉ GᵌĽϹłH ɋӰậĽ Ľ Ở 

ɍ Ľӡ Ɛ:ƊĽЉ Gӣ ĹϹłH 

Ɏ Ľӡ Ɛ:ƊĽЉ GÖ Ľ☺ ĽΪ H 

ɎŤƵų:ƊѾ ĶĽ‪ř ř 



１人１実践報告書 

実践者（     濵田 郁代     ） 

学 年（ ３ ）年 

教科等（  国語  ）単元・題材「 おすすめの１さつを決めよう 」（話し合い活動） 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童：児童用 iPad ，共有ノート  教師：教師用 iPad ，共有ノート，電子黒板，デジタル教科書 

２ 活用の実際 

Å ４人１班で１０班（支援学級を含む）を編成し，各班の共有ノートを活用して活動を行った。 

Å 話し合いで選んだ絵本を，実際に１年生に読み聞かせすることを目標に，話し合いの進め方を学習した。 

１ 話し合いの手順に沿ったテキストでの話し合い       ２ 話し合いの振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 本を読む児童用   ４ 教師からのアドバイ 

 の本の写真      ス，賞賛のテキスト 

 

 

 ５ 班全体の画面 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

・共有ノートを活用した授業により，特別支援学級の児童も支援学級の教室から，交流学級の学びに参加することができた。ICT を活用することで場の違いを越

え，学びの一体感が生まれた。 

・話し合い活動において，教師が準備したテキストは，①②③⑤及び２「話し合いの振り返り」のみで，④⑥及び３「本を読む児童用の本の写真」は，児童が必要

と感じて自ら作成した。活動全般で，児童が主体的に取り組む姿が見られ，話し合い活動を通して，協働的な学びが広がっていった。 

・活動の記録については，③④⑤⑥は記録係が入力し，①②と２「話し合いの振り返り」は児童個々が入力。最後に電子黒板で各班の活動を共有することで，「個→

班→全体」の流れがスムーズに構築された。 

・共有ノートは，児童が操作，活動している様子をリアルタイムで把握することができるので，時機を逃さずに適宜，児童にアドバイスや賞賛のテキストを送り，

授業の流れを止めることなく指導，支援ができた。 

・共有ノートにより，毎時間の記録が残り，各班の進捗状況を学級全体で把握できた。話し合いに行き詰まった班が他の班の記録を参考にするなど，学び合いの姿

も見られた。 

Ɏ Ľ  
ɍ ĽᴒŐ  

ɏᴒōĲĮ  ɐ Ŏ ĚĪĽג 

Ɍᵌ⁵Ķ◑Ţį Ľ῝β ɋ ĦḀēĽ Ѕ 



１人１実践報告書 

実践者（  久保田 郁代            ） 

学 年（ ４ ）年 

教 科（  国語    ）単元・題材「風船でうちゅうへ」  

興味をもったところを中心に要約して紹介する文章を書く 

１ 活用する機器・アプリなど 

ロイロノート 児童用 iPad  

２ 活用の実際 

１ きょうみの中心をたしかめよう。（第 2 時） 

  興味の中心をロイロノートに提出する。苦手な児童はノートに書いて提出可とした。 

  ※自分の興味の中心が分からない児童は 回答共有を活用することで→友達の発言を参考にして共

感したことは何かを確かめることができた。 

２ 段落ごとに 内容を確かめて大事だと思う言葉や文を書き出し表にする。（第２～5 時） 

まとめたものを提出箱に提出する。→ 振り返りの学習で生かされることや大事な文が探し出せない

児童は友達の考えを参考にすることができた。 

３ 宿題音読動画【家庭学習】自分が一番心に残った段落を音読し，提出する。（第 5 時学習後） 

自分の興味の中心を焦点化することができた。また，要約する際に音読した文章が引用する文章につ

ながること→ 書く活動と関連付けることができた。 

４ 自分の興味にそって文章を要約し，友達と読み合う。（第７時 第 8 時） 

  今までの提出したノートやロイロノートのカードを振り返り活用することで，自分の興味にそって要

約を書くことができた。 

５ 振り返り 自宅に持ち帰り，自分が書いた要約を音読する。（宿題）（第 8 時学習後） 

保護者にサインをもらうことで，意欲的に学習課題に沿って要約して紹介する文章を書くことができ

た。 

３ 成果 

要約する学習は，大事だと思う言葉や文を書きだすことに難しさを感じるなど苦手意識をもつ児童が多

い。そこで，ここでは，単元の目標である「興味をもったところを中心に要約して紹介する文章を書く。」

のゴールを「家の人に要約した文章を読む 音読する」とし意欲をもって学習できるようにした。 

また、目標を達成するために指導計画にロイロノートの有効的な活用を取り入れた。そのことによって，

自分の考えを明確化 焦点化することができた。さらに，考えたことを友達と共有することも短時間で行

うことができ，考えがもてない児童のヒントとなった。学習のまとめとして要約したことを音読すること

で家の人に紹介すること，文章を見直すことができた。 

【課題】 

 他教科でも指導計画の中で，どこでどのように有効的な活用ができるか考えた上で使用することが大切

であると感じた。 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（    和宇慶 大樹     ） 

学 年（ ４ ）年 

教 科（ 道徳 ）単元・題材「  親次の将棋  」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 iPad 、ロイロノートのアンケート 

２ 活用の実際 

・児童の実態調査の際、ロイロの            

アンケート機能を使って事前アン 

ケートを行った。 

３ 成果 

・実態調査でアンケート機能を活用することで、児童一人一人の考えやつまずきを短時間で把握できる成果が見られた。 

・まとめ・振り返りでアンケート機能を活用することで、学習内容の定着度や理解の深まりを可視化できる成果が見られた。 

・アンケートの回答を記録として残す活用をすることで、児童の学習状況を見取る評価の材料を継続的に蓄積することができた。 
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１人１実践報告書 

実践者（ 中拂 ひろみ ） 

学 年（ ４ ）年 

教 科（ 外国語活動 ）単元・題材「 This is my favorite place. 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 iPad ，ロイロノート，電子黒板 

２ 活用の実際 

１ 自分が気に入っている校内の場所を撮影する。 

 （「Go straight. 」「Turn right. 」「Turn left. 」「Stop. 」を使い分ける。） 

２ 各ペアで動画に記録した後，全体で誰がどこを紹介するかのクイズ大会を行う。 

                                                     

                                                     

 

３ 成果 

 実際にお気に入りの場所を紹介することで，何回も発音する場が設けられ，言語習得につながった。 

 教室の外では，生き生きと活動する姿が見られた。体全体を使いながらの学習となり，実際の場面との

イメージがつながりやすくより実践的な学びにつながった。 

 ペアで撮影を行い，協働的な学びができた。クイズ大会では，だれがどこを紹介するか興味深く聞き入

っていた。普段は受け身な態度で学ぶことが多いが，自発的な活動ができた。 

 

Go straight. Turn left . 

This is my favorite 

place. I like P.E 



１人１実践報告書 

実践者（  池田 祐美  ） 

学 年（ ５ ）年 

教 科（  国語  ）単元・題材「自然環境を守るために」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 iPad （ロイロノート） カメラ 電子黒板 

２ 活用の実際 
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３ 成果 
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１人１実践報告書 

実践者（ 大田 笙乃 ） 

学 年（ ５ ）年 

教 科（ 国語 ）単元・題材「 言葉を使い分けよう 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童：児童用 iPad  ロイロノート  教師：デジタル教科書，ロイロノート，電子黒板 

２ 活用の実際 

〇 一年生に向けた文章として適切な言葉の選び方や表現のポイントを確かめたあと，ロイロノートの共

有ノートを用いて，グループで話し合いながら言葉や表現を入れ替えさせた。 

  グループの中から代表児童に，提出箱へ提出させ，言葉の選び方や表現のポイントを参考にしながら

全体でも共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

〇 共有ノートに記入させることで，話合いで出された意見を効果的に表現したり，共有したりすること

ができた。 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（    神園 隆史   ） 

学 年（ ５ ）年 

教 科（ 国語 ）単元・題材「 「子ども未来科」で何をする  」 

１ 活用する機器・アプリなど 

ロイロノート，Google 検索 AI モード 

２ 活用の実際 

未来のために，「子ども未来科」という教科があったとしたら，どんなことを学びたいかをスピーチす

る単元。スピーチの原稿づくりのために，ロイロノートと Google 検索の AI モードを活用した。 

 

 
３ 成果 

 ロイロノートを活用することで，子どもたちがタイピングのスキルを上げながら自主的に活動できる。

更に，共有することによって，普段自分の意見を発表することが難しい児童も，自分の意見をスムーズに

伝えることができる。 

 AI の活用は，書くことや調べることが苦手な児童に非常に効果的であり，普段なかなか進まない児童

も楽しみながら活動をすることができていた。 
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１人１実践報告書 

実践者（   今村 雄飛   ） 

学 年（ ６ ）年 

教科等（  国語  ）単元・題材「  やまなし  」 

１ 活用する機器・アプリなど 

ロイロノート 

２ 活用の実際 
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３ 成果 

・「ログ」という形で，学習の記録を残すことで，学習のゴールに向けて既習事項を振り返りながら自分

の考えをまとめる活動ができた。 

 

 

 

 

 

 

・初めに学習カードを配布していたこと，毎時間記録に残していたことで，前時の学習を振り返ることや

本時の学習で何を行うのか，見通しをもって学習を行うことができた。 



１人１実践報告書 

実践者（ 本蔵 祐作 ） 

学 年（ ６ ）年 

教 科（ 国語 ）単元・題材「 帰り道 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童：児童用 iPad  ロイロノートの共有ノート 教師：ロイロノート共有ノート 電子黒板 

２ 活用の実際 

「帰り道」を読んで登場人物の様々な視点からの人物像をワークシートにまとめさせたあと，ロイロノ

ートの共有ノートにグループで記入させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

共有ノートに記入させることで，話すことが苦手な児童でも自分の考えを表現したり，友達と共有した

りすることができた。 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 本蔵 祐作 ） 

学 年（ ６ ）年 

教 科（ 教科 ）単元・題材「 対称 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童：児童用 iPad  ロイロノート  教師：デジタル教科書，ロイロノート，電子黒板 

２ 活用の実際 

〇 点対称で重なり合う点，辺，角を見つけるときに，図形のカードを送り，「複製」「回転」をすること

で１８０°回転させ，元の図形を比較させ，見つけさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

〇 紙で印刷したり，紙に写したりする手間がなく，即時配付することができた。色を分けて印をつけさ

せることで，視覚的にも分かりやすく対応する点，辺，角を見つけることができた。 

 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 本蔵 祐作 ） 

学 年（ ６ ）年 

教科等（ 国語 ）単元・題材「 文章を推敲しよう 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

Google  classroom  

スプレッドシート 

２ 活用の実際 

 毎時間の授業の振り返りの際に活用する。 

 Google classroom  に資料でスプレッドシートをアップロードして４段階で振り返らせ、記述させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

 単元を１シートにまとめるため、単元内での変容を見ることができる。記述が苦手な子も既に書いてい

る子のものを見ながらお手本にして書くことができる。 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 有馬 淳子  ） 

学 年（ ６ ）年 

教 科（ 算数 ）単元・題材「 全ての単元  」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 iPad  教師用タブレット 電子黒板 ロイロノート 

２ 活用の実際 

１ 授業はじめの板書・・・学習の流れの見通しをもたせる 
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３ 成果 

 課題解決のために、自分でプランをたてることは、主体的に学ぶことにつながった。解決したいという

意欲を高め、友達に教えてもらった、または教えることができた喜びを感じさせることができた。 

 また、「解き方」の提出箱は、発表が苦手だが書くことが得意な子の発表の場にもなった。 
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１人１実践報告書 

実践者（本田 暖加） 

学 年（４）年 

教科等（ 国語 ）単元・題材「  俳句を楽しもう 」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用タブレット，ロイロノート，copilot ，デジタル教科書 

２ 活用の実際 

１ 俳句を区切る 

 ・５・７・７のまとまりに区切る。 

 

２ 俳句を読む 

・俳句と写真を関連付けさせながら読む。 

 
 俳句の情景に合う画像を，事前に Copilot を用いて作成。 

 デジタル教科書のスクリーンショットの貼り付け 

 

３ 成果 

 

言葉からイメージを膨らませることが難しい児童にとって生成 AI で作成した画像を提示することで，

季節，時間，雰囲気当の情景を具体的に想像することができた。 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（  草木迫 ひろ美  ） 

学 年（ ６ ）年 

教 科（ 国語・算数  ）単元・題材「                」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 iPad ，教師用 iPad ，Teams  

２ 活用の実際 

・児童が入院した際，本人の希望があり，リモート学習を行った。（入院先病院の許可をもらう。） 

・算数「分数×分数」では、黒板でやり方を説明し、児童も練習問題をノートに書いて解いた。それを画

面に映してもらい、評価と称賛を行った。 

・宿題を黒板に書いて数問出し、次のリモート授業で解答をした。 

・授業→練習問題→宿題→宿題の解答（前回のおさらい）→授業・・・という流れを継続して行った。 

・メッセージ機能を活用することで、その日の学習計画を確認することができ、学級活動の様子も伝える

ことができた。 

 

３ 成果 

・リモート学習を行うことで、本人の学習の遅れに対する不安感を軽減することができた。 

・疑問に思ったことをその場で質問し、解決することができるので、安心して学習に取り組むことができ

た。 

・リモート学習を行うことで、退院して学校に登校できるようになった時、スムーズに学習を進めること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（   里 ひろみ      ） 

学 年（ 特別支援学級 １・３  ）年 

教科等（  自立活動  ）単元・題材「                」 

１ 活用する機器・アプリなど 

ロイロノート 

児童用 iPad  

２ 活用の実際 

①姿勢が崩れた写真・動画を撮る。子ども本人を撮影  
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３ 成果 

○特に動画の蓄積が効果的で，自分の姿勢を意識することができていた。 

姿勢だけでなく片づけでも取り組んだ。写真を撮ること・自分の行動を振り返ることが効果的だった。 

○特別支援学級のみんなで振り返ることでみんなから褒めてもらい，自信や次につなげることができてい

た。 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 徳永 はるみ） 

学 年（フレンズ２ ） 

教 科（国語 ）単元・題材「３年：詩のくふうを楽しもう ６年：知ってほしい，この名言」 

１ 活用する機器・アプリなど 

児童用 ipad   ロイロノート 

２ 活用の実際 

３年生                                 

1. 教科書で学んだ詩の工夫を使って表現したい詩を考える。      

２. タブレットを使って詩を書く。（写真やイラストも入れる。手元に 

ローマ字表を置きローマ字入力する。） 

３. フレンズや交流学級のみんなと詩を読み合い感想を伝え合う。 

 

６年生 

１. 名言だと思う言葉を辞典や名言集，インターネットから集める。 

２. タブレットを使って文章を作る。 

３. 名言を紹介し合い，感想を伝え合う。 

※ ６年生はタブレットの操作方法等を 3 年生にアドバイスする。 

  

  

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

 本学級の児童は，文章を原稿用紙に鉛筆で書くよりもタブレットを使って入力する方法を好む児童が多

い。今回は，3 年生と６年生の単元に共通するものがあったので，全員タブレットを使用して文章を書く

ことにした。 

インターネットでの検索や文字入力，イラストや写真の貼付の仕方などを３年生が６年生に尋ねること

もあり，自然と教え合いの場が生まれた。また下級生に教えて喜ばれた経験が６年生の自信にもつながっ

た。 

３年生の K 君は絵や文字，文章を書くことが苦手で学習に取り組めないことも多い。今回は，興味関

心の高いタブレットを使用して短い詩を作るということでやる気が出た。愛犬「そら」の写真を貼付した

り，「ぬ」や「の」で始まる言葉等をタブレットで検索したりしながら詩を書くことに取り組み，「いぬの

そら」という詩を完成させることができた。今後も自分に合った表現方法で自分らしく楽しく表現ができ

るようになってほしいと思う。 

 



１人１実践報告書 

実践者（  牧 千鶴  ） 

学 年（  特別支援学級 ２・４・５）年 

教 科（  国語   ）単元・題材「  全般   」 

１ 活用する機器・アプリなど 

・教師用 iPad ・イヤホン・デイジー教科書・漢字ドリル QR コード 

２ 活用の実際 

①児童が iPad にイヤホンを接続し、デイジー教科書読み上げ機能にて視聴する。 

②デイジー教科書の新出漢字「読み」問題を、自分で繰り返し声に出しながら取り組む。 

③教師と一緒に「読み」の確認をする。 

④練習問題（読解問題）に取り組む。 

⑤学習単元の漢字ドリル QR コードを読み込み、漢字の「書き」問題に取り組む。 

⑥漢字ドリルに取り組む。（終わっている場合は、漢字書き取りプリント学習に取り組む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

・単学年での使用はもちろんのこと、複数学年での学習時は特に、学習時間の有効活用と学習進呈の確

認が一緒にできると同時に、子どもたちも機器を使用することで使用方法も習得し、自ら自学自習時

間を楽しみながら進められるようになってきている。 

・これまで複数名の「読み」や「書き」の困難を感じていた子どもたちの対応が、教師一人ではなかな

か厳しく待たせてしまう場面もあったが、待たせる時間が減り、お互いに充実感と時間的ゆとりをも

って学習を進められるようになってきている。 

・自ら繰り返し学習することで、特に漢字習得に良い成果が見られた。 

 

 

 

 

 

ɋ Ɍ

ar

u 

ɏ 



 

 

 

１人１実践報告書 

実践者（  原口 美津代  ） 

学 年（ ６ ）年 レインボー学級 

教 科（ 図工・自立活動  ）単元・題材「自分の思いを伝えよう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

ロイロノート・まなびポケット 

２ 活用の実際 

 

３ 成果 

 ロイロノートのカメラ機能を活用することで、視覚的な情報を拡大して確認することができ、自分の作

品のよさを味わわせることができた。また、動画の双方向の送信により、登校ができない時期も学級への

所属感を高めることができ、登校への強い意識づけになった。 

ố ἥể Ế Ṑ ṥ ṥ

ᶋ ᶋ ӭ ṥ→ ΅Ҷ

ṥ פ ṥ→ ӭ

Ἀ‴ Ṹ ӭ ϩ

ṥ  

ѻ ˵

Ϊ Ṹ ה ⁵

ѻ ˵ ҁ

‴ᴟ ῾ • ḗ ᵴ Ͼ

 



１人１実践報告書 

実践者（    入田 久恵    ） 

学 年（ ５ ）年 

教科等（    理科      ）単元・題材「    流れる水のはたらき    」 

１ 活用する機器・アプリなど 

カメラ機能（ロイロノート） 

２ 活用の実際 

川のモデルに水を流し，水の３つのはたらき（浸食・運搬・ 

堆積）を調べる実験を動画で撮影し，撮影した動画を見返し 

ながら，グループで結果・考察を考える。 

 実験がうまくいかなかったグループがいる場合は，提出箱に 

提出させ，全体で共有させる。 

３ 成果 

 実験をして終わりではなく，何度も見返して確認することで，３つのはたらきが起こっていることを確

実に確かめることができた。また，グループで考えることで，文章を考えることが苦手な児童も一緒に結

果・考察を書くことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（  輝 正信   ） 

学 年（ ３ ）年 

教科等（ 理科  ）単元・題材「たねまき」「チョウの観察」「ホウセンカの育ち方」「昆虫の観察」「暖

かくなると」「サクラやヘチマの観察」「雨水の行方と地面の様子」「月や星の見え方」「閉じ込めた空気と

水」など 

１ 活用する機器・アプリなど 

電子黒板（デジタル教科書） 

児童用 iPad （ロイロノート） 

２ 活用の実際 

・3 年の学習では，デジタル教科書にあるホウセンカ・ヒマワリ・オクラ・ピーマンの成長の様子を動画

で視聴した。また，ホウセンカの育ち方やツマグロヒョウモンのさなぎやモンシロチョウの成長をタブ

レットに撮影し，記録カードとして保存した。 

・４年の学習では，桜の木やヘチマの四季の様子をタブレットで撮影し，記録保存した。「雨水の行方と

地面の様子」では，天候に合わせての学習が難しいのでタブレットで動画を撮影し学習をスムーズに進

めることができた。また，夏の星座や冬の星座を動画で視聴したり，観察の仕方をデジタル教科書で視

聴したりした。実験では，「閉じ込め空気と水」では，あらかじめ実験の様子を事前に撮影し，時間短

縮を図った。 

・3 ，4 年の学習のまとめで，ナビマのドリルを復習として活用し，プリントの答え合わせではタブレッ

トで答えを撮影し配信した。 

 

 

 

 

 

 実際の写真等を載せたいが，残念ながら載せる技術がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

・デジタル教科書内の動画を見ることで，教科書の写真よりもより視覚的に映像を捉えさせることがで

き，印象深く記憶させることができた。 

・時間内で収まらない実験等では，実験の様子を撮影し配信することで時間を短縮するができた。また，

天候と学習時間を合わせられない場合にタブレットを効果的に活用することができた。 

・プリント等の答え合わせにタブレットで答えを送信することで，個々の学習活動を停滞させることなく

進めることができた。 



１人１実践報告書 

実践者（ 谷口 源太郎 ） 

学 年（ １ ）年 

教 科（ 音楽 ）単元・題材「こころのうた「ひのまる」」 

１ 活用する機器・アプリなど 

タブレット端末のビデオカメラとロイロノート及び電子黒板 

２ 活用の実際 

 「ひのまる」は第１学年の共通教材として位置づけられており、歌詞唱、階名唱をした後に、鍵盤ハー

モニカで演奏することになっている。第１学年の１０月に初めて自分たちが階名唱したり、鍵盤ハーモニ

カを演奏したりする場面をタブレット端末のビデオで撮影し、その動画をロイロノートに提出するところ

までの操作をおこなった。第１学年の１０月ごろになると子供たちは、指導次第で動画撮影やロイロノー

トへの提出の操作スキルを身に付けることができるようになる。 

   
３ 成果 

 タブレット端末のカメラ機能、ビデオ機能をどの学年のどの時期から指導したらよいかを明らかにする

ために、今回第１学年の１０月から動画撮影にチャレンジしてみた。その結果、小学１年生の１０月のこ

ろには、自分の歌う様子や楽器を演奏する様子を自分で撮影することができることが分かった。 

 小学１年生のこの時期でも撮影した自分の動画を視聴して、その映像から自分の表現の良さや課題点を

振り返ることができることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 谷口 源太郎 ） 

学 年（ ３ ）年 

教 科（ 音楽 ）単元・題材「ちいきにつたわる音楽でつながろう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

タブレット端末のスクリーンショットの機能を使ってつくったお囃子の旋律の楽譜をロイロノートのワ

ークシートに張り付けて提出する。 

２ 活用の実際 

 「神田囃子」の鑑賞をした後、ラ・ド・レの音を使って２小節８拍のお囃子の旋律づくりをデジタル楽

譜を使って作る。 

まず、子どもたちが、つくったお囃子の楽譜をスクリーンショットの機能で写真に撮り、その画像をロ

イロノートのワークシートに張り付けて提出させた。 

次に、４人組を作り、４つのふしをつないで８小節２拍のお囃子の旋律をつくる。４人分のふしをロイ

ロノートに順番を考えながら並べて、張り付けてロイロノートに提出する。 

最後に、自分たちで作ったふしを太鼓のリズム伴奏に合わせてリコーダーで演奏する活動を行った。 

 

３ 成果 

 これまでも様々な題材（歌唱、器楽、創作、鑑賞）で動画撮影やスクリーンショットなどの操作スキル

を使って学習活動を行ってきた。このスクリーンショットの操作スキルは小学３年生でも指導次第では十

分行えることが分かった。 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 谷口 源太郎 ） 

学 年（ ４ ）年 

教 科（ 音楽 ）単元・題材「日本の音楽でつながろう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

タブレット端末の画像収録の機能を使ってつくった日本の旋律の楽譜をロイロノートのワークシートに

張り付けて提出する。 

２ 活用の実際 

 「こと独奏による主題と６つの変奏」の鑑賞をした後、ミファラシドミの６音を使って２小節８拍の旋

律づくりをデジタル楽譜を使って作る。 

まず、子どもたちが、つくった旋律の楽譜を画像収録の機能で録画して、その動画をロイロノートのワ

ークシートに張り付けて提出させた。 

次に、３人組を作り、３つのふしをつないで８小節３２拍の旋律をつくる。３人分のふしをロイロノー

トに順番を考えながら並べて、張り付けてロイロノートに提出する。 

 

３ 成果 

 これまでも様々な題材（歌唱、器楽、創作、鑑賞）で動画撮影やスクリーンショットなどの操作スキル

を使って学習活動を行ってきた。この画像収録の操作スキルは小学４年生でも指導次第では十分行えるこ

とが分かった。 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 谷口 源太郎 ） 

学 年（ ５ ）年 

教 科（ 音楽 ）単元・題材「日本の音楽に親しもう」 

１ 活用する機器・アプリなど 

ロイロノートでワークシートをつくり、日本の民謡について教科書に資料やインターネットで詳しく調べ

てまとめていく活動を行った。 

２ 活用の実際 

 「春の海」「子もり歌」「ソーラン節」「かりぼしきり歌」などの日本の音楽について鑑賞をした後、日

本各地にある民謡について教科書の資料やインターネットを活用してワークシートにまとめる活動を行

った。 

 まとめたワークシートをロイロノートに提出して、調べて分かったことをみんなの前で発表した。 

 

３ 成果 

 これまでも様々な題材（歌唱、器楽、創作、鑑賞）で動画撮影やスクリーンショットなどの操作スキル

を使って学習活動を行ってきた。この調べ学習は取り扱う内容は音楽科の内容であるが、他教科でも十分

活かせる活用法である。 

 

 

 

 

 

 



１人１実践報告書 

実践者（ 谷口 源太郎 ） 

学 年（ ６ ）年 

教 科（ 音楽 ）単元・題材「こころのうた「ふるさと」」 

１ 活用する機器・アプリなど 

タブレット端末のビデオカメラとロイロノート及び電子黒板 

２ 活用の実際 

 「ふるさと」はソプラノ、メゾソプラノ、アルトの３つのパートからできた三部合唱曲となっている。 

子どもたちは、それぞれ各パートを自撮りして歌う姿を録画して、その動画を見て自分の演奏のよかった

ところやもう少し改善した方がよいところを振り返るようにさせた。 

 

３ 成果 

 これまでも様々な題材（歌唱、器楽、創作、鑑賞）で実践を積み重ねていくことで、自分たちの表現を

しっかりと振り返りながら表現の分析をする力が育ってきた。表現をさらに高めるための追求の視点が、

音楽科の表現の良さを判断するための「見方・考え方」として子供たちに定着すれば、より深い学びにな

っていくと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 


